
拡大数 残数

勝　立 3 3 0

米生延命 3 2 1

船　津 4 3 1

松　原 2 1 1

白　光 4 4 0

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 2 0

歴木Ｂ 3 1 2

田　隈 5 11 -6

橘 5 6 -1

高　田 2 0 2

大　和 3 4 -1

瀬　高 2 1 1

山　川 2 0 2

南　関 3 4 -1

荒　尾 6 11 -5

事業所 9 16 -7

合　計 61 70 -9
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▼
人
間
ら
し
く
働
く
た
め

の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
が
２
日

間
に
わ
た
っ
て
、
東
海
大

学
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
家
族
的
責
任

を
自
分
ら
し
く
果
た
す
権

利
と
健
康
」
で
し
た
。

＊
離
婚
し
一
人
親
で
育
児

を
し
た
女
性
は
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
で
睡
眠
時
間
も
２
～
３

時
間
、
世
間
の
多
く
が
個

人
の
責
任
と
の
目
で
見
て
、

国
の
制
度
も
様
々
な
制
限

が
あ
る
現
実
を
告
発
。

＊
働
き
な
が
ら
子
育
て
と

親
の
介
護
を
お
こ
な
っ
て

い
る
女
性
か
ら
は
、
「
現

在
の
介
護
保
険
制
度
や
介

護
休
業
制
度
は
絵
に
描
い

た
餅
」
で
夫
が
介
護
の
た

め
に
退
職
し
て
い
る
現
実
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
深
刻
な
問

題
点
が
浮
き
彫
り
。

＊
労
働
組
合
役
員
か
ら
は
、

家
族
的
責
任
を
果
た
す
以

前
に
労
働
者
と
し
て
の
権

利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
現

状
だ
と
強
調
さ
れ
。

＊
夫
を
過
労
で
亡
く
し
た

女
性
か
ら
は
、
生
き
る
た

め
に
豊
か
に
な
る
た
め
に

働
く
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
く

健
康
や
命
・
時
間
を
犠
牲

に
し
て
い
る
の
は
お
か
し

い
と
。

▼
利
益
の
た
め
に
人
を
使

い
捨
て
に
す
る
社
会
を
許

さ
な
い
社
会
に
。
事
業
主

も
労
働
者
も
最
低
基
準
で

あ
る
労
働
法
を
知
ら
な
い

現
実
を
脱
皮
さ
せ
て
。

「
寝
顔
じ
ゃ
な
く
て
、
笑

顔
に
会
お
う
」
「
人
間
ら

し
く
働
き
・
生
き
る
こ
と

が
出
来
る
」
本
当
の
「
ル
ー

ル
の
確
立
」
と
「
法
と
助

成
制
度
」
の
拡
充
が
必
要

で
す
。

８
月
か
ら
９
月
を
準
備

月
間
。
11
月
末
ま
で
を
本

月
間
と
し
て
秋
の
拡
大
月

間
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

分
会
総
会
や
定
期
大
会
、

学
習
会
、
支
部
や
分
会
で

の
出
陣
式
で
秋
の
大
運
動

の
確
認
と
本
月
間
に
突
入

し
て
か
ら
は
、
毎
週
木
曜

日
を
中
心
と
し
た
訪
問
行

動
。
み
な
さ
ん
の
声
掛
け

や
紹
介
で
、
10
月
中
に
県

目
標
と
支
部
目
標
を
達
成

と
な
り
ま
し
た
。
県
目
標

は
４
年
連
続
の
一
番
乗
り

で
し
た
。

分
会
で
見
れ
ば
、
勝
立

分
会
、
白
光
分
会
、
歴
木

Ａ
、
田
隈
分
会
、
橘
分
会
、

大
和
分
会
、
南
関
分
会
、

荒
尾
分
会
、
事
業
所
分
会

が
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

（
10
月
27
日
時
点
）
新
し

く
加
入
し
た
仲
間
は
、
主

に
社
保
未
加
入
対
策
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
仲
間
と
の

つ
な
が
り
で
の
加
入
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
ま
わ
り
の

方
へ
声
を
か
け
て
い
れ
ば
、

必
ず
拡
大
へ
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も

お
願
い
し
ま
す
。

執行委員会後に県目標４年連続一番乗りを祝しました

10
月
29
日
（
日
）
に
松

原
分
会
の
住
宅
デ
ー
を
大

正
町
協
議
会
で
行
わ
れ
る

運
動
会
の
会
場
内
で
開
催

し
ま
し
た
。
組
合
員
と
家

族
12
名
が
参
加
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
、
運
動
会
自
体
が

体
育
館
の
中
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
。
住
宅
デ
ー
の
受

付
場
所
と
包
丁
研
ぎ
の
場

所
が
離
れ
た
場
所
で
行
う

こ
と
に
な
り
、
来
場
者
へ

の
ア
ピ
ー
ル
が

し
に
く
い
状
況

で
し
た
が
包
丁

を
持
っ
て
こ
ら

れ
た
方
は
大
変

喜
ば
れ
、
住
宅

相
談
も
襖
と
ク
ロ
ス
の
張

替
に
つ
い
て
あ
り
ま
し
た
。

11
月
19
日
（
日
）
は
南

関
町
の
関
所
ま
つ
り
に
て
、

南
関
分
会
の
住
宅
デ
ー
を

組
合
員
17
名
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
は
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
風
が
強
く

肌
寒
か
っ
た
の
で
、
午
前

中
は
例
年
と
比
べ
て
、
少

め
で
し
た
が
午
後
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
人
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
の
ブ
ー
ス
に

も
午
後
に
な
っ
て
か
ら
は
、

包
丁
研
ぎ
と
ま
な
板
削
り

の
依
頼
で
行
列
が
で
き
は

じ
め
、
「
建
て
替
え
か
リ

フ
ォ
ー
ム
か
迷
っ
て
い
る
」

と
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
福
岡
か

ら
来
よ
る
と
ね
？
」
と
尋

ね
ら
れ
、
「
違
い
ま
す
よ
。

み
ん
な
南
関
町
の
職
人
さ

ん
だ
か
ら
、
家
の
気
に
な

る
と
こ
が
あ
っ
た
ら
気
軽

に
相
談
し
て
下
さ
い
ね
。
」

と
地
元
に
も
多
く
の
職
人

が
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
毎
年
大

好
評
の
木
工
教
室
。
30
個

の
貯
金
箱
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。 木工教室は大人気（南関分会）

町協運動会で開催（松原分会）
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11
月
19
日
（
日
）
11
時

か
ら
大
牟
田
の
築
町
公
園

に
て
「
安
倍
の
９
条
壊
憲

を
許
す
な
！
大
牟
田
集
会
」

が
約
２
０
０
人
の
参
加
で

行
わ
れ
、
福
建
労
か
ら
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

先
の
衆
議
院
選
挙
で
与

党
は
憲
法
改
正
発
議
に
必

要
な
国
会
議
席
の
３
分
の

２
以
上
を
獲
得
し
、
い
よ

い
よ
安
倍
政
権
は
憲
法
９

条
を
破
壊
し
て
、
日
本
を

戦
争
す
る
国
へ
と
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、

従
来
の
自
民
党
改

憲
草
案
に
あ
っ
た

「
戦
力
の
不
保
持
」

を
う
た
っ
た
９
条

２
項
を
全
面
削
除

し
て
自
衛
権
を
明

記
し
、
自
衛
「
隊
」

で

は

な

く

国

防

「
軍
」
を
設
け
る

と
い
う
方
針
に
変

更
し
、
国
民
の
抵

抗
が
相
当
強
い
と

感
じ
ら
れ
る
の
を

避
け
る
た
め
、
現
在
の
条

文
を
残
し
た
ま
ま
「
自
衛

隊
を
憲
法
上
位
置
づ
け
る

だ
け
」
と
い
う
加
憲
を
打

ち
だ
し
ま
し
た
。
し
か
し

自
衛
隊
は
、
２
０
１
５
年

の
安
保
法
制
に
よ
る
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
で
、
他

国
の
戦
争
に
加
担
で
き
る

軍
隊
へ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
自
衛
隊
を
憲
法
に
明

記
す
る
こ
と
は
、
憲
法
９

条
を
破
壊
す
る
こ
と
に
何

ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
憲
が
発
議
さ
れ
れ
ば
、

発
議
後
60
日
か
ら
１
８
０

日
の
間
に
国
民
投
票
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

自
民
党
は
最
短
の
60
日
で

実
施
す
る
の
で
は
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
安

倍
政
権
が
国
民
に
十
分
な

議
論
を
さ
せ
ず
、
メ
デ
ィ

ア
で
の
情
報
操
作
で
改
憲

へ
と
意
識
づ
け
、
投
票
総

数
の
過
半
数
の
賛
成
を
獲

得
し
、
憲
法
改
正
を
実
現

さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
安

倍
首
相
の
憲
法
破
壊
を
止

め
る
に
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
改
憲
発
議
を
さ
せ
な
い

こ
と
で
す
。

集
会
に
参
加
し
て
い
た

松
原
分
会
の
堤
さ
ん
は

「
安
倍
首
相
は
抜
け
道
ば

か
り
考
え
て
国
を
自
分
た

ち
の
都
合
の
い
い
よ
う
に

動
か
し
て
い
る
。
憲
法
改

憲
は
絶
対
ダ
メ
！
戦
争
反

対
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
何
と
し
て
も

こ
の
平
和
憲
法
を
守
り
、

戦
争
の
な
い
国
を
子
ど
も

た
ち
へ
繋
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
み
ん
な
で
改
憲
反
対
の

声
を
あ
げ
、
改
憲
発
議
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

11
月
19
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
柳
川
市
水
の
郷

に
て
、
「
オ
ス
プ
レ
イ
の

佐
賀
空
港
配
備
反
対
・
宝

の
海
有
明
海
と
観
光
柳
川

を
守
り
生
か
す
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
民

進
党
の
野
田
国
義
参
議
院

議
員
、
共
産
党
の
仁
比
聡

平
参
議
院
議
員
な
ど
を
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
招
き
、
柳

川
市
内
と
近
隣
の
住
民
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
大

牟
田
支
部
か
ら
は
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
７
月
に
防

衛
省
か
ら
佐
賀
空
港
に
17

基
の
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
を
配
備
す
る
計
画
が

突
如
発
表
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
佐
賀
空
港
は
建
設

時
に
佐
賀
県
と
地
元
漁
協

と
の
間
で
「
佐
賀
空
港
の

建
設
に
関
す
る
公
害
防
止

協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、

付
属
資
料
の
覚
書
に
は
、

「
県
は
佐
賀
空
港
を
自
衛

隊
と
共
有
す
る
よ
う
な
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
県
は

こ
の
協
定
を
破
り
協
議
な

し
で
自
衛
隊
基
地
を
建
設

し
、
オ
ス
プ
レ
イ
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
配
備
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
ル
ー

ト
は
有
明
海
上
や
柳
川
市

内
周
辺
の
上
空
を
通
り
、

墜
落
の
危
険
や
騒
音
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
衛
隊
の
基
地
に
な
れ
ば
、

有
事
の
と
き
は
「
日
米
軍

事
同
盟
」
に
よ
り
米
軍
と

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

軍
事
物
資
や
兵
力
の
輸
送

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
米
軍
も
利
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

仁
比
参
議
院
議
員
は
、

「
昨
年
沖
縄
で
起
き
た
米

軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
事

故
で
は
機
体
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
不
時
着
と
発
表

し
た
。
日
米
地
位
協
定
に

よ
り
米
軍
が
起
こ
し
た
事

件
と
事
故
は
警
察
、
消
防

の
捜
査
が
で
き
ず
、
そ
の

詳
細
も
公
表
さ
れ
な
い
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
問
題

と
と
も
に
、
こ
の
不
公
平

な
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
も
同
時
に
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
宝
の
海
有
明
海
を
守

り
、
沖
縄
と
と
も
に
オ
ー

ル
九
州
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

社
会
保
険

未
加
入
対
策

は
、
今
年
の

３
月
末
を
期

限
。
10
月
末

ま
で
を
経
過

措
置
期
間
と

し
て
国
交
省

が
進
め
て
き

ま
し
た
。
適

切
な
社
会
保

険
（
健
康
保

険
・
年
金
・

労
働
保
健
）

を
示
し
、
建
設
国
保
（
中

建
国
保
）
も
適
正
な
健
康

保
険
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

わ
し
、
適
正
な
法
定
福
利

費
を
確
実
に
も
ら
お
う
と

い
う
ポ
ス
タ
ー
を
全
建
総

連
と
国
交
省
が
作
成
。

11
月
13
日
、
大
牟
田
市
、

柳
川
市
、
み
や
ま
市
の
契

約
検
査
室
や
建
築
課
に
庁

舎
や
現
場
へ
の
周
知
の
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
を
持
っ
て

い
き
掲
示
し
て
も
ら
う
よ

う
に
要
請
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
（
土
）
労
働
福

祉
会
館
で
「
安
全
安
心
の

市
民
生
活
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
街
角
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
学
習
会
が
行
わ
れ
、

大
牟
田
市
役
所
の
防
災
対

策
課
と
農
林
水
産
課
含
め
、

32
名
の
参
加
で
し
た
。

防
災
対
策
課
か
ら
は
、

大
き
な
災
害
が
発
生
し
て

い
る
中
、
大

牟
田
で
の
防

災
と
減
災
の

取
り
組
み
。

農
林
水
産
課

か
ら
は
、
農

業
の
実
態
と

イ
ノ
シ
シ
の

被
害
、
た
め

池
の
管
理
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
が
終
わ
っ
た
地
域
か

ら
現
地
調
査
の
結
果
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
（
水
）
は
、

倉
永
地
域
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
。
道
路
や
橋
の
改
修
が

必
要
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

柳川市でのポスターの説明

【
大
橋
副
支
部
長
】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
て
、
私
が
一
番
驚
い
た

こ
と
は
、
配
備
計
画
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
17
機
の
ほ
か
、

現
在
は
目
達
原
駐
屯
地
に

あ
る
約
50

機
を
移
転

す
る
計
画
で
す
。
佐
賀
空

港
を
軍
事
基
地
に
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
柳

川
市
、
み
や
ま
市
、
大
牟

田
市
、
白
石
町
の
町
の
人
々

が
安
心
し
て
生
活
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
安
倍
政
治
を
許
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

集会後、国道を通行する車へアピール行動

勝立地域にて崖崩れが心

配される場所を指摘する

小田輝昭さん（勝立分会）

行政と一緒に学習会

堤広さん

パネラーに国会議員も参加



（３） ２０１７年 １２月１日 あ し ば 第５３９号

12

月

の

行

事

予

定

７
日
（
木
）
本
部
組
織
部
会

県
本
部
会
館

８
日
（
金
）
本
部
財
政
共
済
部
会

県
本
部
会
館

８
日
（
金
）
本
部
産
業
対
策
部
会

県
本
部
会
館

10
日
（
日
）
春
闘
討
論
集
会

福
岡
市

11
日
（
月
）
ゴ
ル
フ
愛
好
会
コ
ン
ペ
と
総
会

玉
名
Ｃ
Ｃ

14
日
（
木
）
本
部
税
対
活
動
者
会
議

県
本
部
会
館

15
日
（
金
）
支
部
税
金
学
習
会

組
合
事
務
所

15
日
（
金
）
源
泉
年
末
調
整
学
習
会

組
合
事
務
所

18
日
（
月
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
９
回
期
日

福
岡
高
裁

19
日
（
火
）
総
が
か
り
ア
ピ
ー
ル

大
牟
田
駅

20
日
（
水
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

22
日
（
金
）
本
部
４
役
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

25
日
（
月
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

26
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

26
日
（
火
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

27
日
（
水
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

29
日
（
金
）
御
用
納
め

５
日
（
金
）
御
用
始
め

５
日
（
金
）
支
部
旗
開
き

組
合
事
務
所

７
日
（
日
）
本
部
執
行
委
員
会

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

１

月

の

行

事

予

定

福岡高裁の９回目の期日が12月18

日（月）に開かれます。全国の建設

アスベスト裁判では一歩一歩前進す

る結果が続いています。福岡でもさ

らに前進した結果を目指しています。

当日は、支部からも支援参加とし

て福岡高裁へ行きます。みなさんの

参加と協力をお願いします。今月の

定例の街頭宣伝も、この日に大牟田

駅前で10時から行います。

【
丸
山

清
子

２
陣
予
定
原
告
】

10
月
24
日
に
横
浜
地
裁

第
２
陣
判
決
に
参
加
し
ま

し
た
。
５
年
前
の
一
陣
訴

訟
に
は
敗
訴
し
て
九
州
の

原
告
も
悔
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
。
こ
の
日
の
裁
判

で
の
入
廷
に
は
沢
山
の
方

で
溢
れ
、
傍
聴
出
来
ず
裁

判
所
の
外
で
判
決
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
し
た
。
15
時

に
判
決
言
い
渡
し
が
あ
り
、

旗
出
し
で
勝
訴
だ
っ
た
の

で
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
弁
護
団
、
原
告
、

組
合
の
み
ん
な
の
が
ん
ば

り
で
勝
訴
の
道
へ
進
め
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

25
日
に
は
横
浜
地
裁
判

決
宣
伝
行
動
に
参
加
。
厚

生
労
働
省
集
会
と
官
邸
前

宣
伝
は
雨
天
の
中
、
横
浜

の
原
告
と
九
州
の
原
告
が

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
う
っ

た
え
ま
し
た
。
27
日
、
東

京
高
裁
判
決
の
日
は
、
横

浜
地
裁
で
勝
訴
し
て
い
た

の
で
、
絶
対
勝
訴
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

横
浜
、
東
京
の
方
々
の
熱

気
が
溢
れ
て
い
て
感
動
し

ま
し
た
。
２
つ
の
裁
判
で

ど
ち
ら
も
勝
訴

で
前
進
で
す
！

今
度
２
陣
の

原
告
と
し
て
予

定
し
て
い
ま
す
。

一
人
親
方
も
早

く
救
済
し
て
も

ら
え
る
よ
う
皆

さ
ん
と
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
支

援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

11
月
17
日
、
九
州
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
２
陣

説
明
会
が
県
本
部
会
館
で

行
わ
れ
、
新
た
に
被
害
に

あ
っ
た
仲
間
と
家
族
、
弁

護
団
、
書
記
が
参
加
。
大

牟
田
か
ら
は
予
定
原
告
の

丸
山
さ
ん
を
含
め
４
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

訴
訟
で
は
、
原
告
を
先

頭
に
さ
ら
に
運
動
を
広
め
、

被
害
の
あ
り
さ
ま
を
社
会

に
発
信
し
、
今
後
増
え
る

と
思
わ
れ
る
被
害
者
の
救

済
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

う
っ
た
え
、
基
金
創
設
さ

せ
る
こ
と
で
裁
判
に
よ
ら

な
い
解
決
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
。
ま
た
、
社
会
問

題
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

確
か
な
も
の
に
し
、
将
来

の
被
害
拡
大
を
食
い
止
め

る
（
解
体
規
制
等
の
対
策
）

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
到
達

点
の
説
明
と
３
月
に
提
訴

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が

２
陣
弁
護
団
事
務
局
長
の

田
中
弁
護
士
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

【
石
原

律
子

原
告
】

10
月
24
日
、
横
浜
地
裁

で
の
第
２
陣
判
決
。
10
月

27
日
は
横
浜
第
１
陣
の
東

京
高
裁
判
決
で
Ｗ
判
決
で

み
ご
と
に
国
と
メ
ー
カ
ー

に
賠
償
命
令
が
下
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
九
州

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
原
告
団

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
判
決
を

全
国
の
皆
さ
ん
と
手
を
取

り
あ
っ
て
喜
び

ま
し
た
。

２
０
１
２
年
、

私
が
初
め
て
ア

ス
ベ
ス
ト
原
告
に
な
っ
て

横
浜
地
裁
第
１
陣
の
判
決

に
矢
野
次
長
と

い
っ
た
裁
判
で

し
た
。
そ
の
時

は
国
・
メ
ー
カ
ー

と
も
に
不
当
判
決
と
い
う

結
果
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

５
年
、
第
１
陣
の
東
京
高

裁
判
決
で
し
た
か
ら
、
国

と
メ
ー
カ
ー
に
賠
償
命
令

が
下
さ
れ
た
時
は
、
門
前

で
待
っ
て
い
た
参
加
者
か

ら
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

で
も
、
一
人
親
方
は
訴
え

が
届
か
ず
、
同
じ
現
場
で

親
方
も
労
働
者
も
同
じ
仕

事
を
し
て
い
た
の
に
と
思

う
と
残
念
で
す
。
九
州
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
も
結
審
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
全
国

の
皆
さ
ん
と
団
結
し
て
補

償
基
金
設
立
に
向
け
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

【
石
橋

ウ
メ
子

原
告
】

横
浜
地
裁
と
東
京
高
裁

の
勝
利
判
決
の
旗
出
し
の

現
場
に
立
つ
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。
３
年
前
の
私
た

ち
の
福
岡
地
裁
の
判
決
に

は
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
原
告

や
弁
護
団
と
大
勢
の
首
都

圏
の
皆
さ
ん
と
喜

び
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
感
動

し
ま
し
た
。

東
京
高
裁
で
の

勝
利
判
決
は
、
福

岡
高
裁
の
足
が
か

り
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
「
国
・

メ
ー
カ
ー
に
責
任
」

と
し
て
い
ま
す
が
、

メ
ー
カ
ー
は
ま
だ

一
部
で
す
。
ま
た
、

「
一
人
親
方
」
の
訴
え
が

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
福
岡
高
裁
で

は
一
歩
で
も
前
進
す
る
よ

う
に
闘
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

す
べ
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
が
訴
訟
を
し
な

く
て
も
救
済
さ
れ
る
よ
う

に
国
や
メ
ー
カ
ー
に
救
済

基
金
を
作
ら
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
達
も
頑

張
り
ま
す
。
組
合
員
さ
ん

の
協
力
も
必
要
で
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

11
月
５
日
（
日
）
に
、

世
論
喚
起
の
た
め
、
大
牟

田
ゆ
め
タ
ウ
ン
前
で
ア
ス

ベ
ス
ト
宣
伝
行
動
を
、
原

告
２
人
含
め
た
８
人
で
行

い
ま
し
た
。

横
浜
地
裁
と
東
京
高
裁

で
、
国
と
企
業
に
責
任
が

あ
る
と
の
判
決
が
出
で
か

ら
初
め
て
の
行
動
と
な
り

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
せ
い
か
、

以
前
よ
り
関
心
が
高
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
裁
判
当
日
の

12
月
18
日
（
月
）
に
10
時

か
ら
大
牟
田
駅
前
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

県本部で行われた２陣説明会

毎
月
の
収
支
計
算
を
実

際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力

し
な
が
ら
の
パ
ソ

コ
ン
会
計
教
室
で

す
。
12
月
は
20
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
で
す
。



【
野
田
千
代
子

山
川
】

マ
チ
ガ
イ
さ
が
し
、
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
７

つ
み
つ
け
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
来
月
号

が
ま
ち
ど
う
し
い
で
す
。

男
の
子
が
生
ま
れ
、
赤

ち
ゃ
ん
中
心
の
毎
日
で
す
。

と
て
も
、
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
す
く
す
く
、

育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

朝
と
夜
は
寒
く
な
り
ま

し
た
ね
。
私
の
母
10
月
で

満
99
才
に
な
り
白
寿
御
祝

を
子
供
、
孫
、
曽
孫
、
甥
、

姪
と
皆
で
御
祝
を
し
ま
し

た
。
母
も
楽
し
ん
で
い
て
、

も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

【
浦

清
美

橘
】

毎
年
、
親
友
と
女
２
人

旅
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
11
月
に
行
き
ま
す
。
２

人
で
愚
痴
を
言
っ
た
り
、

お
い
し
い
も
の
食
べ
た
り
、

日
頃
出
来
な
い
事
を
し
て
、

楽
し
み
ま
す
。
歩
け
る
内

は
、
毎
年
行
こ
う
ね
っ
て

約
束
し
て
い
ま
す
。
一
番

の
ス
ト
レ
ス
解
消
で
す
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

間
違
い
捜
し
が
見

つ
か
る
と
、
下
手
な

文
で
投
稿
し
た
く
成

り
ま
す
。
秋
も
深
ま

り
挨
拶
の
言
葉
が

「
寒
く
成
り
ま
し
た

ネ
」
。

11
月
に
入
り
３
人

の
方
の
訃
報
が
届
き
、

増
々
寒
さ
が
身
に
し

み
ま
す
。
内
１
人
の

方
は
同
期
生
で
、
学
校
の

先
生
を
退
職
さ
れ
、
最
高

な
人
生
を
送
ら
れ
た
方
で

し
た
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

秋
を
楽
し
む
期
間
は
短

く
て
も
う
冬
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
11
月
中
旬

で
す
。
あ
と
１
ヶ
月
少
し

で
正
月
に
な
る
の
で
ボ
チ

ボ
チ
普
段
し
て
い
な
い
家

の
中
の
掃
除
を
始
め
て
ま

す
。
襖
や
障
子
の
張
り
替

え
、
蛍
光
燈
、
神
棚
等
少

し
づ
つ
キ
レ
イ
に
な
り
ま

し
た
。

２０１７年 １２月１日 あ し ば 第５３９号 （４）

【先月の答】①左・手前の人の束ねた髪 ②ネコの表

情 ③奥・左端の人の顔の向き ④中央・のれんの「湯」

の字 ⑤奥・湯屋の壁の縦板 ⑥右・灯籠の形 ⑦右・

いすのカバーの有無

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

年
末
調
整
の
準
備
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
年
末
調
整
の
行
い
方
の

学
習
会
を
下
記
日
程
で
開

催
。
税
金
学
習
会
後
に
行

い
ま
す
。
給
与
支
払
い
者

は
徴
収
義
務
業
者
で
す
。

各
人
の
年
末
調
整
を
行
い

納
付
・
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

12
月
18
日
（
月
）
は
、
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
高
裁
へ

支
援
参
加
の
た
め
閉
所
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
（
金
）
午
前
中
ま
で
事
務
所
を
開

所
。
12
月
30
日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日
（
木
）
ま
で
が
休
所
日

で
す
。
新
年
は
１
月
５
日
（
金
）
か
ら
開
所
（
午
前
中
ま
で
）
。

今
年
も
、
仲
間
の
と
こ

ろ
で
税
務
調
査
を
受
け
ま

し
た
。
調
査
に
対
応
す
る

に
は
記
帳
と
請
求
書
や
領

収
書
の
保
存
な
ど
が
重
要

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
営
業

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
も
、
正
し
い
記
帳
は
必

要
で
す
。
ま
た
、
税
金
を

め
ぐ
る
情
勢
を
知
り
、
納

税
者
の
権
利
に
つ
い
て
も

学
習
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
調
査

官
の
い
い
よ
う
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
消
費
税
課

税
事
業
者
に
な
ら
れ
て
い

る
方
や
、
建
設
業
許
可
を

お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

11
月
12
日

（
日
）
、
宮

崎
県
え
び
の

高
原
へ
の
バ

ス
ハ
イ
ク
と

お
池
め
ぐ
り

ト
レ
ッ
キ
ン

グ
で
し
た
。

組
合
恒
例
の
秋
の
山
登

り
と
し
て
、
今
回
は
気
軽

に
参
加
で
き
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
で
す
。
総
勢
33
人
で

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と

秋
晴
れ
の
中
、
池
と
空
の

青
色
に
黄
色
や
赤
の
紅
葉

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
、
そ

れ
は
そ
れ
は
素
敵
な
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
で
し
た
。
白
紫
池

六
観
音
御
池
を
望
む
二
湖

パ
ノ
ラ
マ
展
望
台
で
の
昼

食
時
に
焼
い
た
メ
ザ
シ
や

生
椎
茸
の
美
味
し
か
っ
た

こ
と
。
山
な
ら
で
は
の
ア

ジ
旨
さ
で
し
た
。

帰
り
は
え
び
の
高
原
で

の
露
天
風
呂
で
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

展望台で湖を眺めなが

らランチタイム

紅葉の中のトレッキング

国
交
省
が
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
補
助
金
を
支
給
す
る

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住

宅
等
推
進
モ
デ
ル
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

施
主
が
健
康
調
査
に
協

力
し
、
断
熱
工
事
等
を
行

う
と
工
事
費
の
最
大
２
分

の
１
の
上
限
１
０
０
万
円
。

加
え
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工

事
を
行
う
と
合
計
上
限
１

２
０
万
円
の
補
助
金
が
支

給
。
各
地
域
の
省
エ
ネ
住

宅
推
進
協
議
会
に
参
画
し

て
い
る
施
工
業
者
が
施
行

し
た
と
き
に
支
給
。
こ
の

事
業
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

無
料
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
期
限
は
１
月
５
日
。

日程：平成30年１月18日（木）

時間：15時～17時

場所：八仙閣本店３階（博多駅

近く）博多区博多駅東2-27-27

日 時 12月15日（金） 組合事務所
昼 ①税金学習会 13：30～

源泉年末調整学習会 15：30～

夜 ②税金学習会 18：30～

源泉年末調整学習会 20：30～

税金学習会は資料代500円（別途とりまとめ帳500円）が必要です。


